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子宮内の細菌叢
そう
（フローラ）とは？

細菌は、感染症などの病気の原因となることもありますが、私たちの体にとって大変身近な存在です。
体内のさまざまな臓器で細菌叢（フローラ）が形成され、体の健康を保つために一定の役割を担っている
と考えられています。
細菌叢を形成する細菌は健康を保つために重要であり、細菌叢の異常は糖尿病などの生活習慣病やア
レルギーなど、炎症性および免疫性の病気と関連することが注目されてきています1）。一般的には、腸内
細菌叢や、皮膚、口腔内などの細菌叢が知られています。

婦人科領域では、以前から腟内の細菌叢の存在が知られていましたが、子宮内は細菌が存在しない無
菌状態だと考えられていました。しかし、科学技術の発達によって細菌の詳細な解析が可能となり、子
宮内にも細菌が存在し、細菌叢を形成していることがわかってきました2）。

子宮内細菌叢と不妊症の関係

子宮内細菌叢は、子宮内に検査用の細い器具を入れて子宮内膜（＊２）の細胞や子宮内腔（＊３）の液体
を採取し、含まれる細菌を解析して調べます。
現在、不妊症や婦人科の病気と子宮内細菌叢の関係が調べられており、子宮内に乳酸菌（＊４）の一種
であるラクトバチルス属が多いと、良好な子宮内細菌叢であると考えられています3,4）。

子宮内細菌叢に関してはまだ不明な点が多いですが、不妊症の患者さんの子宮内細菌叢ではラクトバ
チルス属の割合が少ないという報告があります5,6,7）。
そのため、子宮内細菌叢を調べてラクトバチルス属が少ない場合は、乳酸菌製剤（＊５）により子宮内
のラクトバチルス属を増やす治療が行われ始めています。
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❶�体内の臓器にはさまざまな細菌が生着し、健康を保つための細菌叢
そう

（＊１）が形成され
ています。
❷�子宮内にも細菌叢が存在し、不妊症やその他の婦人科の病気との関連が調べられてい
ます。
❸�現段階では、ラクトバチルス属（乳酸菌の一種）が多いことが、良好な子宮内細菌叢
と考えられています。

Point

子宮内細菌叢の改善と不妊症

東京大学医学部附属病院で、子宮内細菌叢のラクトバチルス属の割合が低かった不妊症患者さん９名
に抗菌薬と乳酸菌製剤を腟から入れる治療を行ったところ、ラクトバチルス属の割合が平均で６～７割
増加しました。今後、子宮内細菌叢の治療法の確立に向けて、さらなる研究を行っていきます。
現段階では、子宮内細菌叢についてまだ明確になっていない点が多く、“子宮内細菌叢の改善は、妊娠
成立や妊娠維持に本当に有効か”、“子宮内細菌叢に異常がある不妊症患者さんに対する、最も適切な治
療法は何か”、“子宮内で細菌がどのような働きをしているのか”など、世界中で研究と議論が続けられて
います。

用語解説
＊1：細菌叢

そう

（フローラ）
生きた細菌の集団。そのうち、人の体内に存在するものを「常在細菌叢」という。各臓器で安定した細菌
叢を維持することは、免疫などの健康を保つために重要とされる。

＊2：子宮内膜
子宮の内側を覆う膜。子宮内膜に、受精卵（胚）が着床して妊娠に至る。

＊3：子宮内腔
子宮内膜で覆われている子宮の内側。

＊4：乳酸菌
発酵によって糖から乳酸をつくる微生物の総称。

＊5：乳酸菌製剤
生きたラクトバチルス属などの乳酸菌を含んだ錠剤や散剤（粉末）などの医薬品やサプリメント。
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